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伊賀びと 西口 義金
にしぐち よしかね

さん  マジック落語ボランティア 
 独自の漫談マジックと創作落語をミックスさせた落語でボランティ

ア活動を続けている西口さん。落語家名は「笑々亭福麻呂」として

活動していて、自治会の集まりや、敬老会、老人クラブ等の会合

に引っ張りだこの状態で、落語の評判が広まり、奈良県や京都府

でも活動を行っています。また市内の２小学校で４年生から６年生

を対象にしたマジック教室を月に１～２回開催しています。 

 西口さんは４０年ほど前から趣味でマジックを始め、３年前に創

作落語を取り入れたマジック落語を始めました。マジック落語を始

めるきっかけになったのは、体調を崩して入院した時に、患者仲間

に得意の漫談マジックを披露したところ、皆が明るい表情になって

いくのを目にし「笑いは健康に良い」と確信し、マジックに落語を取

り入れることにしました。落語の寄席やＣＤなどで研究を重ね、日

常のエピソードなどを題材に、落語中の登場人物にマジックをさせ

る手法をとっています。 

 「高齢者が家庭での引きこもり防止と笑いで健康に！」をスロー

ガンにしていて、「体力の続くかぎり、笑いとマジックを通じて社会

奉仕活動を続けていきます。私は“ネタ”作りに頭も使うし、体も動

かすので元気です」と明るい声で語ってくれました。 

問い合わせは西口さん（0595-23-4599）まで。 

伊賀びと衆 「いがスマイル彩」 健康推進サークル 
 平成１６年１１月に伊賀市シルバー人材セ

ンター互助会のサークルとして誕生した“健

康推進サークル”です。設立の目的は、高

齢者がイキイキと楽しく民踊、ダンス、健康

体操、歌、その他頭脳と体力の向上につな

がる健康的な活動を通じて、会員相互の親

睦を図ると共に、地域福祉に貢献することで

す。 

 毎月２回の例会は、それぞれが日常生活

の中で感じている心身の減退に伴う不安を

和らげ、活性化させてくれるリハビリ効果と、

信頼できる会員同志の深い絆が、和みと潤

いになっている。 

 現在の会員数は１６名で、地域福祉に役

立つボランティアサークルとして、上手く出

来なくても訪問先の方々に楽しんでいただ

けることを、無理せず、参加出来る会員が自から喜びを感じて活動している。声をかけていただいたら皆で協議

し、各々が得意分野を担当して、大型紙芝居・踊り・歌・ダンス・手品・健康体操で、笑顔と思いやりあふれる愉快

なサークルとして出かけています。グループ代表の藤森さんは「多くの方々との出会いが、人生のスパイス的な彩

りとなるよう、やさしさに満ちたチームワークで交流している一つの家族だと実感していて、年齢相応の活動を長く

続けていきたいと思っています」と笑顔で想いを語ってくれました。 
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 ★友生文化祭に作品を出展しました。 

 昨年１１月に今年も日頃のデイサービスでの作品(ちぎ

り絵・ちりめん作品など)を出展しました。 

 前回掲載した冬の朝顔は残念ながら紅白歌合戦の後、

除夜の音を聞く前に息絶えました。来年もう一度挑戦す

るぞ！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

特定非営利活動法人 「伊賀の友」  

伊賀市下友生２３６７ 

火曜～土曜 ９：００～１６：００ 電話 ０５９５（２１）１８３３ 

伊賀の友だより 

  

高齢者・障がい者お買物無料送迎バス運行スタート！ 
 

 地域支え合い体制づくり事業の許可を得て、

かねてから協議を行なってきた「高齢者・障がい

者お買物無料送迎バスの運行が、１１月１１日

よりスタートしました。 

 これから平成２４年３月末までの期間、提携す

る「マックスバリュ佐那具店」と「ジップドラッグ東

洋阿山店」へ、各地域の一人暮らし高齢者、高

齢者世帯等を主として運行していきます。 

 オープニング当日は、各福祉関係者、団体等

にご参加いただき、この事業を協議してきた経

緯の報告、また、ゆいの里がこれから目指して

いくべき方向性などをお伝えし、利用者を迎えて

テープカットなどオープニングセレモニーを行

い、モデル事業として始動していきます。 

 現在登録されている利用者は２１３名（１１月２

８日現在）で、月曜日～金曜日の午前２便、午

後２便で運行され、１週間に１回程度、グループ

で指定された日に無料送迎にてスーパーに行き、１時間程度のお買物を楽しんでいただく仕組みとなっております。地域

の顔見知りの方と一緒にお買物をすることにより、外出の機会が増えること、バスの車内やお買物の後で利用者同士が

会話したり、お互いが支え合いながらお買物をすることでふれあい・いきいきサロンの効果も望めます。できるだけ快適に

お買物、運行を行えるよう、利用者をご支援いただけるお買物メイ

ト（お買物や送迎時の乗降を支援する者）を募集することなど課題

もたくさんありますが、モデル事業の期間以降も、継続して運行が

できるように、提携業者、各種関係団体との協議、理解を求めて

いきながら、事業を推進していきたいと考えています。 

ゆいの里通信 

 ＮＰＯ法人「ゆいの里」 
 〒519-1402 伊賀市柘植町７１７８番地の１ 

 理事長 藤井 明和 

 ＴＥＬ０８０－８２５２－３５８０ 
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美し国おこし・三重通信 
 “『地域づくり交流会・いが』 参加者募集” 
「美し国おこし・三重」拡大座談会は、地域の取り組みを推進し、市町域を越えた連携・交流のきっかけづくりを目的としていま

す。今回、「美し国おこし・三重」に参画されている「種生区活性化計画推進委員会」との共催により、伊賀地域の地域づくりにか

かわる団体・グループ、地域づくりに関心のある方々の意見交換、連携の機会として下記の通り開催します。ぜひ、御参加くだ

さい。 

【日 時】 平成２４年３月１８日（日） １３：３０～１６：３０（開場 １３：００） 

【会 場】 青山ハーモニー・フォレスト 学習室 三重県伊賀市種生３１３７－１ 

【内 容】 

 講  演 「人がつながるしくみをつくる」（仮題） studio-L 醍醐 孝典 氏 

       ＊醍醐 孝典さんが所属されています『studio-L』（代表 山崎 亮 氏）は、地域の課題を地域に住む人たちが解決する 

       「コミュニティデザイン」という手法を使い、地域を持続可能な発展に導いています。主な仕事に、兵庫県立有馬富士 

       公園運営計画、ユニセフパークプロジェクト、いえしま地域まちづくり、海士町総合振興計画、土祭（ひじさい）コミュニ 

       ティデザイン、マルヤガーデンズコミュニティデザインなどがあります。代表の山崎氏は、「コミュニティデザイン」の第 

       一人者として、情熱大陸（ＴＢＳ系）、クローズアップ現代（ＮＨＫ）で取り上げられています。 

 活動報告  種生区活性化計画推進委員会の活動について 

 交流会   意見交換 

【定 員】 ５０名（定員になり次第締め切ります。） 

【申込締切日】 平成２４年３月１２日（月） 

地域づくりに関心をお持ちの方は、「美し国おこし・三重」実行委員会へお問い合わせください。 

「美し国おこし・三重」実行委員会 伊賀地域事務所 （三重県政策部｢美し国おこし・三重｣推進室伊賀駐在） 

〒518-8533 伊賀市四十九町2802 県伊賀庁舎 伊賀県民センター内 担当：清水 上田     

電話：０５９５（２４）８００６ E-mail：gumashi@pref.mie.jp 

ＵＲＬ http://www.pref.mie.lg.jp/UMASHI/HP/ 
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水と緑のたより 
 

 

 

 八ッ場ダム建設再開に反対です 
 政府は昨年度末に八ッ場ダム建設再開を決めていまし

た。そのことへの反対表明です。 

 全国から１１０の団体が反対表明し、「伊賀・水と緑の会」

もその中に加わりました。 

 １月１７日には霞ヶ関において抗議のデモがあり、国土交

通省まで行進しその後緊急集会が開かれました。 

緊急声明文を国土交通大臣に手渡すこともできました。  

 デモ行進には１５０人、集会では３００人に膨れ上がった

ことが新聞報道されております。 

●霞が関に１１０団体 「ダムより震災復興」 http://

mytown.asahi.com/gunma/news.php?k_id=1000058120118 

0001 2012年01月18日 朝日新聞  

●八ッ場ダム建設再開 都内で抗議集会 反対派、全国 

から結集 http://www.tokyo-np.co.jp/article/gunma/ 

20120118/CK2012011802000100.html （2012年1月18日） 

東京新聞  

 たったの２週間という短い準備でこのような抗議行動がお

こるなんて、誰が想像したでしょう。 

 不要不急のダムを３、１１後のこの時期に何故急いで造

るのか説明が欲しい。  

 見直しダムを検討する有識者会議のメンバーはダム容認

者ばかりです。せめて中立な人を入れて話し合って下さ

い。 

 こんなに当たり前すぎる事が、ダム行政ではなかなか通

用しない現実が今もまだあります。 

 わたしたちは八ッ場ダムが止まらなければ川上ダムも造

られてしまうと思っています。 

 

 
 

   
 

NPO法人 伊賀・水と緑の会 事務局 

電話 ０５９５（５２）１７２１  

メール mtom_iga@hotmail.co.jp 

ブログhttp://blog.goo.ne.jp/mtomiga 

 
「名張市ボランティア連絡協議会 
ハート＆ハートコンサート・みんなトモダチ 

【日時】平成２４年２月２６日(日) 開場 ９：３０  

一部 「みんなで音楽を楽しもう」 １０：００～１２：００ 

名張市新しい公委託事業「障害者理解を深めるための啓

発事業」 

二部「寺尾仁志＆human noteｺﾝｻｰﾄ」 １３：００～１５：００ 

【会場】名張市総合福祉センタふれあい・ふれあいホール 

【参加費】入場無料 但し整理券必要(名張市ボランティア

センターにて１月２４日より配布) 

【定員】１００名(定員になり次第締め切らせていただきま

す) 

【主催】名張市ボランティア連絡協議会 

【問い合わせ】 ０５９５（６３）１１１１ 

 

 

 昨年12月11日日曜

日の北風の唸る中、

新居駅の駅への柵の

ペン塗りをしました。半

日かけてさび落としし

て一度塗りして頂きま

した。ペンキ塗りはさ

び落としが大変で、ほとんどの時間をさび落としや古いペ

ンキ落としに時間を使います。地道な根気のいる作業で

すが、寒さに震えながら参加者全員が頑張ってくださいま

した。午後からは、二人で仕上げの二度塗り。バッチリ綺

麗な白に仕上がりました（*^_^*）新居駅を通過、ご利用の

際にご覧になってみてくださいね。 

≪定例作業日≫  

【日時】2月26日（日）9：00～ (雨天中止) 

【場所】伊賀鉄道 西大手駅 

【内容】草引き・花壇の手入れ。春に向けた花苗を植えて

いきます。花苗の提供もありがたいです。作業のできる服

装でイショクゴテ・クワ・鎌・軍手・水分などを各自で用意し

てご参加ください。 

 駅舎修繕・美化ための費用を引きつづき募金協力を

募っています。合わせて『伊賀産忍者ストラップ』を販売し

修繕費用に充てます。忍者ストラップは伊賀の組みひもを

使い手作りしたものです。桔梗屋織居・服部文具店にて販

売しておりますので、ご協力くださいませm(__)m 

≪振込先≫ 

ゆうちょ銀行  

イガテツドウノエキシャヲカンガエルカイ 

【記号】１２２７０ 【番号】２６９８５８１１ 

他金融機関からの振込の受取口座として利用のときは 

【店名】二二八（読み ニニハチ）【店番】２２８ 

【預金種目】普通預金【口座番号】２６９８５８１ 

≪問い合わせ先≫ 伊賀鉄道の駅舎を考える会 服部 

 Mail miss.sangen@auone.jp 

伊賀線駅舎だより 

 新たな年を迎えて、皆さんいかが

お過ごしでしょうか？ 

 今回のいが移動送迎連絡会は、

新年会をしながら様々な情報交換

を楽しく行いました♪ 

 今年は参加者の皆さんと一緒に

スキルアップを目指して活動をより

充実していきたいと思います。 

 そして、これからも未来ある伊賀市を夢見て、皆さんと

検討をしていきますので、一人でも多くのご参加をお待ち

しています！ 

 本年も宜しくお願い致します！ 

 [今後のいが移動送迎連絡会のご案内] 

【日時】２月９日(木) １９：００～ 

【会場】上野ふれあいプラザ４階講座室 

【問い合わせ先】 

 伊賀市社会福祉協議会 電話 ０５９５（２１）５８６６ 

いが移動送迎連絡会 
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コラム＆コラム＆コラム 

   

Ｋｉｓｕｋｅの映画談義 

  女性と子どものためのコラム“ｍａｙｕ”  「永すぎた春」  
 永過ぎた春って、恋愛だけでなく、親子関係でもあると、最近思うことが多くなった。人生を四季に

喩え、春は生まれたての初々しい季節。暖かい日差しのように自分を取り巻く親や親せき、家族など

が皆・・優しく世話を焼いてくれる。自分の周りの皆が皆・・すべての人は、自分が健やかに成長する

ことを喜び、そのために何でもしてくれる・・と疑いもなく信じられる幸せな季節。 

 その春はしかし長くは続かないのが、世の常。早い人では幼稚園や小学校へ行く頃には、すでに

すべての人が自分に好意を持ってくれているわけではないと、気が付く。特に長子ではなく、下の子どもの場合は、親の対

応が悪いと、家族と言えすべての人が・・自分の成長を喜んでいるわけではないということに、非常に早い段階で、気が付

いてしまう場合もある。「春」の季節からスタートできないということで問題ではあるが・・。幼い時の「春の季節」はとても重

要で、宝石のように貴重。だからこそ・・壊れやすく・・溶けやすく春の淡雪のように美しく懐かしく儚い。 

 春の季節は、壊れやすく淡雪のように溶けやすく儚いからこそ・・良いとも言える。「すべての人が、喜んで自分に何でも

してくれる」「しかも何の見返りも求めず・・」と言う非常に虫の良いことは、そうそう・・続かない。お乳も１人で飲めず、おむ

つも１人で替えられず・・もちろん着替えも１人で出来ず、１枚の紙が落ちてきても、振り放すことも出来ない乳児のときは、

何でも喜んでしてくれる人が、必要だった。その時代は、本当に短い。 

 乳児は、１年で幼児になる。幼児は結構たくましい。幼児になれば、保護者は少しずつ少しずつ・・世話の手を放していく

必要が出てくる。乳児のときは、保護者は何でもしてあげたが、１年経って、幼児になると、だんだん大人の手を放してい

く。それが子育ての一番大事なこと。 

 長い時間掛かって春から、自分で何でもする暑い「夏」の時代になる。個人差は大いにあるが、１５年の春を経てのこと。

１５年間の「春」を、春として過ごすと、いよいよ夏がやってくる。春を春らしく過ごすとは、子ども時代を子どもらしく過ごす。

と言うことと同意語である。１５年間しっかり春を、親子で味合う。そうすると・・ズムーズに子どもは親から離れ、親は子か

ら離れられる。これが親離れ・子離れの季節。季節は春の時を過ぎて、夏の季節になってくる。 

 夏の時になっても、何時までも親子で引っ付いていると、暑苦しい。夏は暑いので、親子が密着していると、暑苦しくなっ

てくる。子どもは親に反抗的になる。親は親で口うるさい親に変り果て、春の時のような「麗しい親子」の姿は影をひそめ

る。この時期に親子はクールに離れる。親子が離れる「夏」が来ることで、「春」の季節は終わる。その時期は、実際とても

早い。                          女性と子どものヘルプライン・MIE dvhelplinemietsutsumi@ymail.plala.or.jp 

 本年もどうぞよろしくお願いします。さて、2012年は時代劇の話題から

始めようと思います。みなさんは、時代劇というと何を連想するでしょ

う？ここは人それぞれ、好みが大きく分かれるところですが、月曜日夜8

時から放送されていたテレビ時代劇「水戸黄門」が名実ともに代名詞で

はないでしょうか。黄門様こと水戸光圀とその仲間達が全国漫遊し、行く

先々での様々な出会いや事件、そして定番の印籠で事態を決し、また

旅に出るお茶の間テレビ時代劇にふさわしい勧善懲悪の物語です。

1969年から2011年まで実に延べ42年間、全43部の他に類を見ない大長

編シリーズでした。今もなお昨年でのシリーズ終了を惜しむ声が多数寄

せられるそうです。 

 その42年のシリーズにおいて、計5人の名優達がそれぞれの水戸黄

門を演じてきました。その仲間達も実に多彩な顔ぶれですが、中に「柘植の飛猿」という忍者が登場します。大柄な身体

で格闘術を駆使して悪者を圧倒する姿を印象的に覚えている方も多いと思います。「柘植」・・・ということは、彼は伊賀

流忍者なのでしょうか？ちょっと気になったので調べてみました。実在の人物である水戸光圀やモデルが存在する助さ

ん・格さんと異なり、柘植の飛猿は架空の人物なのです。劇中で鳥羽藩が危機に瀕するエピソードがあり、かつて伊賀

の藤林一門が滅び、鳥羽領に移り住んだ自分の一族を領民同然に面倒をみた城代家老本多左京の恩に報いるため

に、水戸黄門一行を陰ながらサポート、事件解決後に一行に加わるという設定があるのです。すなわち、柘植の飛猿は

伊賀流忍者なのです。ちなみに、同じく忍者で入浴シーンが有名？な「かげろうお銀」も同じ藤林一門であり、当初は水

戸光圀の暗殺を狙う敵だったのですが、祖父の藤林無門に一喝されたことで改心し、仲間に加わるという設定がありま

す。つまり、お銀も伊賀流忍者なのです。 

 面白いのは、真田十勇士のひとりである猿飛佐助との関わりです。佐助自身は甲賀流忍者ですが、架空の人物で

す。しかし、そのモデルは上月佐助という忍者であるという説があり、その上月佐助の別名が、伊賀下忍・下柘植ノ木猿

なのです。下柘植ノ木猿・・・柘植の飛猿を連想させる名ですね。とすると、柘植の飛猿は猿飛佐助なのでしょうか！？

色々な連想が広がります。時代劇に登場する人物、特に架空の人物でも名前に地名を有する人物に触れると、地域と

の関連が見えてきます。これも時代劇特有の楽しみ方かも知れませんね。（伊賀映像文化推進委員会 木村 直史） 

 「柘植の飛猿」 



室地聡の一刀両断世相“斬り”(七十五) 「“お頭”の働きをどんどんよくする法（1）」 
 私は今、東大教授、理学博士、石浦章一氏の「40歳から『衰えない脳』をつくる 7つの習慣」という

本を手にしている。▼その内容の一部を紹介すると「神経細胞は5～6歳までにつくられると、その後

は殆ど増えない。」「一般に神経細胞の老化が始まるのは40歳代」。「これを過ぎると神経細胞は

徐々に死」んでいく。「40歳以降の神経細胞の減少は老化によるもの」だから「避けられない」。「加

齢による神経細胞の減少は10年間で5％程度（1日約135万個、1年で5億個、10年で50億個減

少）」。「年を取るに従って新しいことを覚える脳力が低下していくことは確か」。「年を取るに従って

いろんなデータから大切なものを抽出して、新しいものを作り出すクリエイティブな脳力は落ちて」く

るが「これは仕方のないこと」などとお書きになっていらっしゃる(p18～p19)。▼笑っちゃうのは「1990年代に、よく運動させ

たマウスの脳を解剖してみると、海馬に多くの神経細胞が新しく出来ている（神経再生）ことが発見されて話題に」なった、

だから大いに運動しましょう（p38～p39）、そんなことを言っているのだが、人間の場合、5～6歳をピークにその後は神経

細胞は増えない、また40歳頃からは神経細胞は減少し始めるが、これは老化によるものだから避けられない、そう言った

んじゃなかったのかい、石浦大先生よ！それが運動すれば神経細胞が増えて呆け・痴呆が避けられる、だって。これっ

て、論理矛盾以外の何ものでもありませんぜ。▼こんな論理矛盾にも氣付かず、一日1万歩は歩きましょう。アホかいな。

▼だいいち、下半身に障害のある人はとてもこんなこと出来ない、「そういう人は呆けるしかありませんなあ。」そうとでも

仰りたいんで？▼こんなことも書いてある。「魚に多く含まれているオメガ3系多価不飽和脂肪酸（DHAやEPA）」が“頭”に

よいから、とにかく魚を食べましょう。これじゃあ「魚魚魚、魚を食べると、頭頭頭、頭がよくなる・・・」全漁連のキャンペーン

ソングと一緒。この歌のとおりだと、漁師町には“天才”が溢れかえっていなければおかしいわけだが、その嘘、本当？▼

お話変わって、私はこの3月で78歳になるが、我々の育ち盛りの頃は未曾有の大戦（大東亞戰争）のお陰で、まともなもの

の食えなかった時代。魚なんて年に一度食えたかどうか。“煮干”すらなかった。つまりΩ3系不飽和脂肪酸などとは縁の

なかった時代。さぞかし頭が悪いんでありましょうなあ。▼まあとにかくこんなバカなことを書いたり主張なさったりしておら

れるお方が、分子認知科学の権威で、アルツハイマー病やパーキンソン病などの難病の克服に邁進しておられると言う

んだから、ご立派なことで・・・。▼さて“認知症予防”が国家的にも大問題になっている昨今だが、“認知症予防”という言

い方がまずよくない。“予防”の手立てをきちんと講じないと“認知症”になるよ、という“否定的暗示”を含んだ言い方だか

らだ。▼もっと前向きで行きましょう。▼こうすれば“お頭”が忽ちイキイキ働き始め、どんどんよくなっていく、そんなやり方

を広く実践してもらおう、ということで、今計画しているのが“辞書の活用塾”。▼欣こびに満ちた前向きの（佛教用語の“欣

求”の）状態で、情報の宝庫ともいえる“辞書”を活用し、大いに知識を広め、深める、そしてそれだけでお互いの“お頭”が

イキイキ状態になる、というのがそれだが、詳細は次号以降で・・・。 

★室地聡の毒舌三昧ブログ http://blog.livedoor.jp/jpltms/ 

伊賀び～と２月号（１１） 

 たまに名張に出かけ際に「伊賀び～と」を拝見しています。読

み応えある記事や情報を見つけては実にもったいないなあとい

う印象を持ち続けています。私の住む宇陀地域にはこの種媒

体がなく、近年ますます地域間交流がいわれ名張、伊賀と宇陀

の情報交換の必然性に目を向けてほしいと願っています。国道

165号で結ばれる宇陀と名張、そして名阪国道をはさむ伊賀は

県こそ違え、日常生活圏のライン上です。伊賀や名張も、中京

より大阪都市圏との係わりがやや強いのではないでしょうか。 

 伊賀市では今、新庁舎の建設等が関心事で市及び市議会の

基本条例に基づく報告会の開催も話題になり、宇陀市では合

併６年目へ市の一体化が待たれています。 

 宇陀にすれば、伊賀は先進例で市一本化の道筋を探るのに

伊賀の「昨日・今日・明日」は大いに参考になるはずです。 

 伊賀、名張の両市は歴史的な経緯もあり、名張が市制存続

の中に課題の克服も取り沙汰されています。 

 三重県伊賀、名張両市と奈良県宇陀市は周辺を含め、西三

重と宇陀の広域ブロック圏という視点もあり得ると考えていま

す。 

 少し前ですが、宇陀では市長・市議のダブル選があり、直後

の名張市長選も現新対決に揺れ、やや置いての伊賀市長選

も、それぞれ地元では話題になりました。 

 共通の生活圏で結ばれるといわれる一方、名張・伊賀と宇陀

は三重、奈良県版に分断され選挙報道等は一切ありませんで

した。 

 そんなことは小さいことといわれるかもしれませんが、少なか

らず影響力を持つメディアとしては大震災関連の名張活断層や

川上ダム計画などに限らず、県境の関心事にも気配りを、そし

て本欄でもと考えるのは独りよがりでしょうか。  

                   （宇陀市民有志・一人ＮＰＯうだ） 

延長線上の西三重と宇陀 
 

玉泉の思ひ出アルバム 
 

 

 いつも写真撮らせていただき

有難うございます。年末に忙し

いから初日の２日にうたおう会

に出席させていただきました。

大勢の人で私の判断でおよそ３

００人ぐらいは来ているとおもい

ます。皆さんの活きあふれる姿

で自然と元気が出てきますし

た。年末の２６日・２７日どちらかに骨折して暫くは皆さんのお元

気なお顔を拝見できないと思うと寂しくなりました。 

 腰の圧迫骨折は２００５年に入院して背中は２００７年に骨折

して後遺症が残っていました。普段から写真撮影のために方々

に出かけていましたが別に何の支障もなく安心していました。

でも普通に歩くのが良いのですが「ヒネル・曲げる」体操は危険

で、私の不注意から 現在の状況になったのです。後遺症が

残っているのに気が付かず判断力がなく愚かでした。普段から

慎重に考えて行動をすべきだと反省しています。薬は嫌いで

貰ったら飲まない今回・痛み止めは仕方なく飲んだが副作用で

困り痛みが少し和らいでから飲むのを止めました。すると副作

用で他の所の痛みが急に治まり楽くになりました。皆さんも副

作用に気をつけてください。 

 体が動けなく指先を動かして未熟ながら、パソコンに慰められ

ています。必ず覚えなければと言う思いが強かったため今,パソ

コンに助けられてホームページで探し懐かしの「メロディー」を

歌ったり「イヤホンで目を瞑ってきいています。皆さんは私のよ

うな軽はずみな事は、しないと思いますが気を付けて行動して

ください。今は痛みも和らぎ快方に向かっています。大変ご心

配をかけました。今後とも宜しくお願いいたします。 

姫の楽しみ日記ブログ http://africanmarigold.blog84.fc2.com/ 



防災なまずの雑記帳（10） 
 去る１２月２３日、伊
賀市災害ボランティア
支援センター主催で、
「絆～伊賀から繋がる
明日へ」という座談会を
開催しました。前段で
支援センターの中間活
動報告をさせていただ
き、続いてそれぞれの
皆さんの体験を話し合
い、また今後の支援ビ
ジョンについて話し合い
ました。昨年の震災や
台風被害へのボランティア活動参加者に多数お集まりいただき、短い
時間でしたが、皆様になにか得る物があれば幸いでした。ご都合のつ
かなかった方々にも、いずれまた継続して情報交換の機会作りができ
れば良いかと思います。 
 さて、先日来岩手県山田町から２人の方をそれぞれ三重県にお招き
し、ご講演いただく機会がありました。地元復興に活躍されているお
二人ですが、改めて被災された状況のことを直接うかがい、なくされ
たもの、破壊された物、悲嘆の淵の奥深さを思い知った所です。しか
し、方々にとっては被災地を離れこうして他地域でご活躍いただく事
も、今後可能となっていく新たな絆のひとつでもあると感じました。一
方通行の支援からキャッチボールの関係へ、それが明日に繋がるも
のだと思います。      （みえ防災市民会議副議長 中村 伊英） 

◆発行◆ 伊賀市社会福祉協議会 ホームページ http://www.hanzou.or.jp/archives/cat11/cat20/ 
◆主な配布場所◆  
伊賀市社会福祉協議会        〒518-0869 伊賀市上野中町2976-1 上野ふれあいプラザ３階  
 上野支所             電話：0595(21)5866 FAX：0595(26)0002 E-mail：ue-vac@hanzou.or.jp 
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                                   電話：0595(45)1012 FAX：0595(45)1050 E-mail：iga-vac@hanzou.or.jp 
 島ヶ原支所            〒519-1711 伊賀市島ヶ原4743 島ヶ原老人福祉センター「清流」  
                                   電話：0595(59)3132 FAX：0595(59)3145 E-mail：shima-vac@hanzou.or.jp  
 阿山支所             〒518-1313 伊賀市馬場1128-1 阿山保健福祉センター  
                                   電話：0595(43)1854 FAX：0595(43)1577 E-mail：aya-vac@hanzou.or.jp 
 大山田支所           〒518-1422 伊賀市平田656-1 大山田福祉センター  
                                   電話：0595(47)0780 FAX：0595(46)1165 E-mail：oo-vac@hanzou.or.jp 
 青山支所             〒518-0226 伊賀市阿保1988-1 青山福祉センター  
                                   電話：0595(52)2999 FAX：0595(52)3555 E-mail：ao-vac@hanzou.or.jp 
名張市社会福祉協議会        〒518-0718 名張市丸之内79 名張市総合福祉センターふれあい   
                                   電話：0595(63)1111 FAX：0595(64)3349 E-mail：volunteer@nabarishakyo.jp 
伊賀市市民活動支援センター 〒518-0131 伊賀市ゆめが丘1-1-4 ゆめぽりすセンター内  
                    電話：0595(22)1511 FAX：0595(22)0317 E-mail：igasksc@ict.ne.jp 
名張市市民活動支援センター 〒518-0775 名張市希央台5-19 Navarie２階 名張市市民情報交流センター内 
                     電話：0595(63)5325 ＦＡＸ：0595(63)5326 E-mail：c-center@city.nabari.mie.jp 
伊賀市の各地区市民センターや伊賀県民センターでも配布しています。 配布場所は今後も順次増やしていく予定です。 

 １月のぷらっと会議は、参
加者が最終的に６名というこ
とで、いささか淋しい会議と

なりました。参加者が少ないと、必然的に検討するテーマが少なくなり、盛り
上がらないこともあります。しかし、参加者が少ないなりに、雑談的に話が進
むため、返って話しやすかったりします。むしろ参加者が多くなりすぎると、発
言しにくい状況になる場合があります。プラットフォームにおける会議の質や
効率は、単に人数だけに比例するのではなく、参加者のパーソナリティーや
他の参加者とのマッチングによっても変わっていくものです。それにしても、６
人だと、会議効率としてはさほどあがらないので、やはり１０名～１５名ぐらいで会議するのが望ましいですね。 
 さて、２月のぷらっと会議は、直前まで北欧に研修視察に行ったメンバーからの報告会を予定しています。おそらく福祉
の最前線のお話が聞けると思いますので、メンバーを増やす意味でも、この機会に、ぷらっと会議デビューしてみません
か？ぷらっと会議の案内は、この伊賀び～とだけでしか宣伝していないので、貴重な新メンバーを歓迎します。 

次回ぷらっと会議のご案内 

 ２月のぷらっと会議 

【日時】２月１６日(木) １８：３０～２１：００ 

【場所】名張市市民情報交流ｾﾝﾀｰNabarie 

 ３月のぷらっと会議 

【日時】３月 ６日(火) １８：３０～２１：００ 

【場所】上野ふれあいプラザ４階 

「ぷらっと会議」通信 

伊賀び～と２月号（１２） 

次回の伊賀び～とは3月１日発行予定です。 

伊賀び～と原稿募集！ 
 掲載料は無料ですが、記事に関する責任は投
稿者に帰属します。営利活動を目的としたり、政
治活動や宗教活動を勧誘するものは掲載できま
せん。 
【募集原稿】 
伊賀びと＆伊賀びと衆（表紙） 
 ユニークな市民活動をしている個人または団
体をご紹介ください。自薦・他薦を問いません。
事前にインタビュー取材をします。 
紙面相乗りコーナー 
 毎号決められたスペース（最大Ａ５版横）に掲
載します。単発のイベントやメンバー募集も掲載
可能です。 
コラム＆コラム＆コラム  
 市民活動に関するコラムであれば何でもＯＫで
す。８００字程度を限度に受け付けます。 
【原稿送り先】 
〒518-0869 伊賀市上野中町2976番地1上野ふ
れあいプラザ３階 伊賀市社会福祉協議会 
 E-mail ue-vac@hanzou.or.jpまでメールか郵送
で毎月20日までに送ってください。 
 原稿をそのまま編集しますので、必ずデータで
送ってください。紙原稿はスキャナして貼り付け
ますのでできるだけきれいなものをお願いしま
す。 


